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久留米工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 日本語コミュニケーション
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 ＿一般科目（文科） 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 基本的には適宜必要な資料及びプリントを配布する。但し、多和田葉子『献灯使』（講談社文庫）、村田沙耶香『コン
ビニ人間』（文春文庫）は購入してもらう。

担当教員 鴨川 都美
到達目標
１．日本語によるコミュニケーションにおいて、他者と意見を交換することで、自分の考えを一層深めることができる。
２．他者の意見に耳を傾け、他者の発信する内容に対して、その背景や意図を十分に理解した上で意見を述べることができる。
３．授業のテキストとして取り上げる作品に対して、自分が持った解釈や感想を、他者の理解を促しながら豊かに表現することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
日本語によるコミュニケーション
において、他者と意見を交換する
ことで、自分の考えを一層深める
ことができる。

日本語によるコミュニケーション
において、他者と意見を円滑に行
うことができる。

日本語によるコミュニケーション
において、他者と意見を円滑に行
うことができない。

評価項目2
他者の意見に耳を傾け、他者の発
信する内容に対して、その背景や
意図を十分に理解した上で意見を
述べることができる。

他者の意見に耳を傾け、他者の発
信する内容に対して、自分なりの
意見やアドバイスをすることがで
きる。

他者の意見に耳を傾け、他者の発
信する内容に対して、自分なりの
意見やアドバイスをすることがで
きない。

評価項目3
自分が作品に対して持った解釈や
感想を、豊かに表現することがで
きる。

自分が作品に対して持った解釈や
感想を、表現することができる。

自分が作品に対して持った解釈や
感想を、表現することができない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

就職あるいは大学院へ進学した際に必要となる、日本語でのコミュニケーションスキルの向上を目標とする。自分自身
の意見や価値観を、異なる背景を持つ他者にいかにして伝え、他者との共生を図る力を養う。それには技術的な問題だ
けでなく、相手を慮ることのできる柔軟な感性を培うことも必要である。本授業では、主なテキストとして社会問題を
扱った文学作品を使用し、総合的なコミュニケーション能力を高める取り組みを行う。また、テキストを通じて、社会
と自分、他者と自己ということを認識する場としても機能させる。

授業の進め方・方法
授業で取り上げる作品については、授業計画を参照すること。一作品につき、二週分の授業を行う。作品は前週までに
プリントで配布するので、必ず授業には作品を読んで出席すること。一週目は、作品の読み方や成り立ちについて講義
をした上で、自分の意見をショートレポートにまとめてもらう。二週目に、ショートレポートを参考にして、各々の意
見をディスカッション形式もしくはスピーチによって発表する。

注意点

作品は前週までにプリントで配布するので、必ず授業には作品を読んで出席すること。専門用語の意味等も理解してお
くこと。
各回の授業への参加度（出席、ディスカッション・ショートレポート、提出物等）60％、期末レポート40％で評価する
。
100点を満点とし、60点以上を合格点とする。
必要に応じて再試験相当の課題を出す。
※作品によっては過激な表現や深刻な内容を有する場合があるということを了承の上、受講すること。
※受講者の人数等によって、シラバスの授業計画を変更する場合がある。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週 ガイダンス 授業の進め方、取り組み方、レポートに取り掛かるタ
イミングについて理解を得ておく。

2週 チョ・ナムジュ「ヒョンナムオッパへ」（小説）：ジ
ェンダーの問題を考える

取り上げる作品を読み、作品の時代背景、作家の生ま
れ・育ち・作風の特徴などについて知識を得る。自分
の意見をショートレポートをまとめる。

3週 チョ・ナムジュ「ヒョンナムオッパへ」（小説）：ジ
ェンダーの問題を考える

前週のショートレポートを参考に、他者と意見交換を
する。また、題材となっている社会問題についても自
分の意見をまとめて、他者と考えを述べ合う。

4週 村田沙耶香「コンビニ人間」（小説）：互いの抱える
〈生きづらさ〉を理解する

取り上げる作品を読み、作品の時代背景、作家の生ま
れ・育ち・作風の特徴などについて知識を得る。自分
の意見をショートレポートをまとめる。

5週 村田沙耶香「コンビニ人間」（小説）：互いの抱える
〈生きづらさ〉を理解する

前週のショートレポートを参考に、他者と意見交換を
する。また、題材となっている社会問題についても自
分の意見をまとめて、他者と考えを述べ合う。

6週 津村記久子「ポトスライムの舟」（小説）：働くこと
の意味を問う

取り上げる作品を読み、作品の時代背景、作家の生ま
れ・育ち・作風の特徴などについて知識を得る。自分
の意見をショートレポートをまとめる。

7週 津村記久子「ポトスライムの舟」（小説）：働くこと
の意味を問う

前週のショートレポートを参考に、他者と意見交換を
する。また、題材となっている社会問題についても自
分の意見をまとめて、他者と考えを述べ合う。

8週 岡田利規「現在地」（戯曲）：震災と演劇
取り上げる作品を読み、作品の時代背景、作家の生ま
れ・育ち・作風の特徴などについて知識を得る。自分
の意見をショートレポートをまとめる。

2ndQ 9週 岡田利規「現在地」（戯曲）：震災と演劇
前週のショートレポートを参考に、他者と意見交換を
する。また、題材となっている社会問題についても自
分の意見をまとめて、他者と考えを述べ合う。



10週 松尾スズキ「ファンキー！―宇宙は見える所までしか
ない 」（戯曲）：可視化される差別

取り上げる作品を読み、作品の時代背景、作家の生ま
れ・育ち・作風の特徴などについて知識を得る。自分
の意見をショートレポートをまとめる。

11週 松尾スズキ「ファンキー！―宇宙は見える所までしか
ない 」（戯曲）：可視化される差別

前週のショートレポートを参考に、他者と意見交換を
する。また、題材となっている社会問題についても自
分の意見をまとめて、他者と考えを述べ合う。

12週 永井愛「ザ・空気　ver.3」（戯曲）：メディアの在り
方を問う

取り上げる作品を読み、作品の時代背景、作家の生ま
れ・育ち・作風の特徴などについて知識を得る。自分
の意見をショートレポートをまとめる。

13週 永井愛「ザ・空気　ver.3」（戯曲）：メディアの在り
方を問う

前週のショートレポートを参考に、他者と意見交換を
する。また、題材となっている社会問題についても自
分の意見をまとめて、他者と考えを述べ合う。

14週 レポート執筆について⑴ レポートについて要点を得る。レポートの第一稿のプ
ロットを作成する。

15週 レポート執筆について⑵ 各自が執筆した第一稿を相互に読み合い、批評し合う
。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 20 20 20 40 0 100
基礎的能力 0 15 15 15 30 0 75
専門的能力 0 5 5 5 10 0 25
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



久留米工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 生涯スポーツ特論
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 ＿一般科目（文科） 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「最新スポーツルール」大修館
担当教員 赤塚 康介
到達目標
(1)　運動と健康の関係について理解する
(2)　各種スポーツの技術を習得する
(3)　スポーツに関連した事象について科学的に説明することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 運動と健康の関連性について十分
説明できる

運動と健康の関連性についてある
程度説明できる

運動と健康の関連性について説明
できない

評価項目2 各種スポーツに必要な技術を十分
習得している

各種スポーツに必要な技術をある
程度習得している

各種スポーツに必要な技術を習得
できない

評価項目3 スポーツに関連した事象について
科学的に十分説明できる

スポーツに関連した事象について
科学的にある程度説明できる

スポーツに関連した事象について
科学的に説明できない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
生涯にわたってスポーツに親しめるように、運動と健康の関連性について理解を深め、運動に取り組んでいこうとする
態度を養う。また、様々なスポーツ実技を実際に体験する中で各種スポーツに必要な技術を効率的に習得するための練
習方法を学習する。興味のあるスポーツ事象について科学的に考察し、レポートを作成する。

授業の進め方・方法 講義は、配布資料を中心として行う。実技は、複数の種目を経験できるように数週ごとに種目を変えて行う。

注意点

点数配分：実技試験４０％、レポート６０％で評価を行う
再試験：再試験は行わない
評価基準：６０点以上を合格とする
本科目は学修単位科目であるので、授業時間以外での学修が必要であり、これを課題として課す
課題については、毎週提示するテーマについてレポートを提出すること
次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味等を理解しておくこと

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 健康と運動１ 生活習慣病と運動の関係について理解する
2週 健康と運動２ 筋力の変化について運動生理学的に理解する
3週 健康と運動３ 持久力の変化について運動生理学的に理解する
4週 ゴール型スポーツ１ ゴール型スポーツの実技を行い、ルールを理解する

5週 ゴール型スポーツ２ ゴール型スポーツの実技を行い、基本的な技術を習得
する

6週 ゴール型スポーツ３ ゴール型スポーツの実技を行い、基本的な技術を習得
する

7週 ゴール型スポーツ４ ゴール型スポーツの実技試験を行う
8週 ネット型スポーツ１ ネット型スポーツの実技を行い、ルールを理解する

4thQ

9週 ネット型スポーツ２ ネット型スポーツの実技を行い、基本的な技術を習得
する

10週 ネット型スポーツ３ ネット型スポーツの実技を行い、基本的な技術を習得
する

11週 ネット型スポーツ４ ネット型スポーツの実技試験を行う

12週 ベースボール型スポーツ１ ベースボール型スポーツの実技を行い、ルールを理解
する

13週 ベースボール型スポーツ２ ベースボール型スポーツの実技を行い、基本的な技術
を習得する

14週 ベースボール型スポーツ３ ベースボール型スポーツの実技を行い、基本的な技術
を習得する

15週 ベースボール型スポーツ４ ベースボール型スポーツの実技試験を行う
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

レポート 実技 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 40 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


